
１ 調査の概要

２ 結果の概要（教科別平均正答率）

1

小学校第6学年 中学校第３学年
国語 算数 理科 国語 社会 数学 理科 英語

R8

大分市 64 59 64 56 492

（平均正答数） 8.3/13 9.5/16 9.6/15 8.9/16 4.3/9

大分県 63 58 64 55 483

（平均正答数） 8.2/13 9.3/16 9.5/15 8.8/16 4.1/9

全国 60.9 56.4 63.9 57.0 499
（平均正答数） 7.9/13 9.0/16 9.6/15 9.1/16 4.5/9

R7
大分市

（小５・中２時）
大分県学力定着状況調査

知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用

51.0 51.2 51.5 51.5 51.6 50.8 51.8 51.0 51.5 50.9 51.0 50.4 52.5 52.0 50.6 49.7

（１）調査期日 令和８年４月２３日（木）
※中学校英語はMEXCBTを用いたオンライン方式により、
４月２０日（月）～２３日（木）（「読むこと」、「書くこと」、「聞くこと」）、４月２４日（金）～５月２９日（金）（「話すこと」）の指定された日に実施。

 （２）調査内容 児童生徒に対して、教科に関する調査と質問調査を実施。学校に対して、質問調査を実施。

※本市の結果のうち、黒字は全国を上回った教科、赤字は下回った教科。
※全国の平均正答率のみ、小数第１位まで公表されている。
※数値は公立校の結果を示したもの。
※中学校英語については、各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500を基準にした得点で換算。（IRTスコア）

令和８年度 全国学力・学習状況調査結果

⚫ 令和８年度全国学力・学習状況調査 【全国平均以上（平均正答率）を達成した教科数】・・・ ３/５ （６０％）

⚫ 令和７年度大分県学力定着状況調査 【全国平均以上（偏差値50以上）を達成した教科数】・・・１５/１６ （９３.８％）

※同一集団による経年比較

大分市
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全国学力・学習状況調査（小学校 国語）

＜領域別平均正答率＞

調査結果

＜平均正答率・正答数＞

大分市大分県 全国

正答率 64 63 60.9

正答数 8.3/13 8.2/13 7.9/13

課題が見られる問題

（正答例）
青は青でも、うすい青を選んで着るとよさそうだ。条件③なぜなら、「夏
のくらし方」条件①②には、「白やうすい青はさわやかに見え、すずしく感
じます。さらに、着ている人だけでなく、周りの人にもすずしさを感じ
させます。」条件①②と書かれているからである。（111字）条件④

※正答の条件…条件①～④を満たして解答している。
（誤答例）
①白は雪の色であり、冷たい印象がある。また、白色や青色の衣服は着てい
る人だけでなく、周りの人にもすずしさを感じさせることができる。（64字）

② 「夏のくらし方」には、「白やうすい青はさわやかに見え、すずしく感じます。
さらに、着ている人だけでなく、周りの人にもすずしさを感じさせます。」と書
かれている。（78字）

＜誤答の傾向＞
① 条件③は満たしているが、条件①・②を満たしていない。引用した部
分と自分の考えを区別せず、【集めた情報】の内容を自分の考えのよ
うに書いたと考えられる。

② 条件①・②は満たしているが、条件③を満たしていない。自分の考えを
どのように書き表せばよいか分からなかった、または、書く時間が足
りなかったと考えられる。

本問題においてはＤ層の無解答率が13.4％、Ｃ・Ｄ層の誤答率が89.7％であり、指定さ
れた条件をもとに必要な情報を抜き出し、自分の考えを形成、記述することに課題がある。
指導に当たっては、「自分の考えを調べたことと一緒に伝えれば、説得力のある文章にな
りそうだ。」など、引用する目的を児童が自覚できるようにするとともに、集めた情報の
中から、必要な語句や文に着目して引用した部分と自分の考えを区別し、自分の考えが伝
わるような文章を書くことができるようにすることが求められる。
（支援の工夫）

• 既習事項を振り返り、引用に関する基本的なきまりを確認する。
 【引用に関する知識・理解】

• 引用する部分と自分の考えがどのようにつながるのかを整理する。 【関連付け】

【学習指導要領における領域】書くこと（１）エ
【出題の趣旨】引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫

することができるかをみる。
。

＜指導改善のポイント＞

大分市

内容 大分市 県 全国

言葉の特徴や使い方に関する事項 72.2 69.9 66.8
情報の扱い方に関する事項 53.5 53.6 52.3

我が国の言語文化に関する事項 － － －

話すこと・聞くこと 67.3 66.9 65.8

書くこと 47.7 45.4 45.7

読むこと 68.5 68.5 65.9
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全国学力・学習状況調査（小学校 算数）

＜領域別平均正答率＞

調査結果

＜平均正答率・正答数＞

大分市大分県 全国

正答率 59 58 56.4

正答数 9.5/16 9.3/16 9.0/16

課題が見られる問題

Ｄ層の無解答率が18.3%、Ｃ・Ｄ層の誤答率が88%と誤答の傾向が強く、小問であり
ながらも課題をつかむまでの展開が長くなっていることや日常生活と関連した場面で
の課題設定であることから、問題の主旨がつかめず、問いに対する説明ができていな
いことが要因であると考えられる。「図形」の授業場面においては、生活の中にある
形や箱等を立方体や直方体と関連付けながら課題を設定し、図形を構成する要素に着
目して問題を的確に把握、共有した上で、解決に取り組む授業展開が大切である。
（支援の工夫）

• 日常生活の中から様々な立体を見いだし、どのような性質を活用しているかを
考えさせる。 【日常の事象と図形の性質の捉えなおし】

※本市の結果のうち、赤字は全国平均を下回ったもの

（正答例）
・直方体イの3辺の長さは、それぞれ25㎝、10×2＝20で20㎝、7×2＝14で14㎝です。
3辺の長さの合計は、25＋20＋14＝59で、59㎝です。59㎝は60㎝以下なので、送料
は920円です。
（誤答例）
①25＋10＋7＝42で42㎝です。42㎝は60㎝以下なので、送料は920円です。
②送料920円と解答しているが、図2の直方体の箱の3辺のそれぞれの長さや

3辺の長さの合計を書いている。

＜誤答の傾向＞
①図2の直方体の三つの辺のそれぞれの長さや三つの辺の長さの合計を誤って
記述しており、送料については、920円以外の解答又は無解答である。

②図2の直方体の三つの辺のそれぞれの長さや三つの辺の長さの合計を誤って
記述しており、示された表から図2の直方体の送料を求めている。

【学習指導要領における領域】Ｂ図形（２）（ア）
【出題の趣旨】日常生活の問題を解決するために、図形を構成する要素に着目

して直方体の三つの辺の長さを捉え示された条件を基に調べた
い数量の求め方を数や言葉を用いて記述できるかどうかをみる。

＜指導改善のポイント＞

大分市

領域 大分市 県 全国

数と計算 63.6 62.3 61.1

図形 58.6 56.5 55.3

測定 78.8 77.9 78.1

変化と関係 40.9 39.1 41.1

データの活用 51.9 50.6 48.6
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全国学力・学習状況調査（中学校 国語）

＜領域別平均正答率＞

調査結果

＜平均正答率・正答数＞

大分市大分県 全国

正答率 64 64 63.9

正答数 9.6/15 9.5/15 9.6/15

課題が見られる問題※本市の結果のうち、赤は全国平均を下回ったもの

（正答例）
・〈よい点や改善点〉スケッチブックを「相棒」と表現したのはよかった。しかし、

他にもふさわしい言葉があったかもしれない。
〈生かしたいこと〉読み手の印象に残るように比喩を用いる。その際、選ん

だ言葉がふさわしいかどうかを考える。
（誤答例）
・〈よい点や改善点〉スケッチブックを「相棒」と人のように表現して、読み手

に印象付けることができた。
〈生かしたいこと〉次回の随筆もがんばって書きたい。

＜誤答の傾向＞
〈よい点や改善点〉については、【1段落についての交流場面②】での山田
さんや田中さんの発言を基にして、「相棒」と表現したことについて書くこと
ができているが、〈生かしたいこと〉については、山田さんの「『相
棒』よりふさわしい比喩もあるのではないか」という言葉に着目して
書くことができていない。去のことについて書くことを理解できてい
ない。

Ｄ層の無解答率が41.6％、Ｃ・Ｄ層の誤答率が54.9％であることから、「書くこと」の
授業場面における「共有」について、効果的な学習活動が展開されていないことに課題が
あると考えられる。こうしたことから、「書くこと」における「共有」の場面では、「書
き手の気持ちがよく伝わってきた表現はどこか。」など、表現の工夫とその効果などの視
点を明らかにした交流を行い、読み手からの助言等を踏まえ、自分が書いた文章のよい点
や改善点を見いだし、次の書く活動へ生かすことが求められる。
（支援の工夫）

• 他者の表現の工夫やその効果などをメモするワークシートを準備し、共有後に自分
の文章を振り返る視 【他者と自分との比較】

• 本単元で学んだことを振り返り、次の書くことで生かしたい点を自分の言葉でまと
める。 【振り返りと活用の場】

【学習指導要領における領域】書くこと（１）ウ
【出題の趣旨】表現の工夫とその効果について、読み手からの助言を踏まえ、

よい点や改善点を見いだすことができるかどうかをみる
。

＜指導改善のポイント＞

大分市

内容 大分市 県 全国
言葉の特徴や使い方に関する事項 63.3 62.3 63.0
情報の扱い方に関する事項 68.2 68.3 70.4
我が国の言語文化に関する事項 ー ー ー

話すこと・聞くこと 64.1 64.1 63.9
書くこと 67.4 67.0 67.4
読むこと 59.6 60.0 59.7
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全国学力・学習状況調査（中学校 数学）

＜領域別平均正答率＞

調査結果

＜平均正答率・正答数＞

領域 大分市 大分県 全国

数と式 65.9 65.4 67.8

図形 45.9 43.5 48.7

関数 56.2 55.2 54.8

データの活用 52.8 52.8 53.5

大分市大分県 全国

正答率 56 55 57.0

正答数 8.9/16 8.8/16 9.1/16

課題が見られる問題

Ａ層の正答率が90％である一方、Ｃ・Ｄ層の無解答率が55.8％、誤答率が88.9％で
あることから、特にＣ・Ｄ層の生徒が、授業の中でも、91×(選んだ２数の差)の形に
すればよいという見通しをもって、式を変形できるようにする支援が必要である。
（支援の工夫）

• 具体的な数で予想したり、その予想が成り立つことを確認したりする場面を設
定する。 【具体数による予想】

• 前提と結論を明確にして、説明に必要な要件についての見通しをもつ。
【前提と結論の明確化】

※本市の結果のうち、赤字は全国平均を下回ったもの

（正答例）
・Ａ－Ｂの値は、選んだ２数の差の９１倍になる。

（誤答例）
①Ａ－Ｂの値は、選んだ２数の差の９倍になる。
②選んだ２数の差の９１倍になる。

＜誤答の傾向＞
①予想される事柄について、成り立たない事柄を記述している。式を適切に
変形したり、式の意味を正しく読み取ったりすることに課題がある。

②解答に、「Ａ－Ｂの値」という言葉が不足している。そのため何の値が
「選んだ２数の差の91倍」になるのかを明確にできていない。

【学習指導要領における領域】Ａ 数と式（1）（イ）
【出題の趣旨】統合的・発展的に考え事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明

することができるかどうかをみる。

＜指導改善のポイント＞

大分市
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全国学力・学習状況調査（中学校 英語）

＜領域別平均正答数＞

調査結果
＜平均ＩＲＴスコア・平均正答数＞

領域 大分市 大分県 全国

聞くこと 1.1/2 1.1/2 1.2/2

読むこと・書くこと 2.6/5 2.5/5 2.6/5

話すこと 0.6/2 0.6/2 0.7/2

大分市大分県 全国

IRTスコア 492 483 499

正答数 4.3/9 4.1/9 4.5/9

課題が見られる問題※本市の結果のうち、赤は全国平均を下回ったもの

（正答例）
・Mei went to the park. / She went to the park.

（誤答例）
① Mei go to the park.    /  Mei is going to go to the park.
② Mei want to the park.  /  Mei wants to park.
③ Mei going to the park. /  Mei been to the park.
＜誤答の傾向＞
① 正しい語順で書くことはできているが、過去のことについて書くこと
 を理解できていない。

② 動詞のwentとwantを混同して解答している。
③ 書くべき内容を理解できていない、あるいは「主語＋動詞」という文構

造が理解できていない。

本問題についての解答傾向としては、IRTバンド５及び４に属する生徒全体の正答率が
98.7%である一方、IRTバンド２及び１に属する生徒全体の正答率が4.2%であることから、
低学力層の生徒が、与えられた情報に基づいて、過去の出来事を説明する英文を書くこと
につまずいていることが分かる。過去形の使い方を理解し、その知識を活用して書くこと
ができるようにするためには、過去形を指導した単元以降の単元においても、コミュニ
ケーションを図る言語活動において繰り返し活用させることが大切である。
（支援の工夫）

• 小学校で学習した過去形を含む文を用いて指導者が話したり、生徒とやり取りした
りする。  【意味や使い方の気付きの促し】

• 書かせた後は、英文をペアで確認させたり、共通の誤りについて全体で指導したり
する。                          【誤りの修正】

【学習指導要領における領域】書くこと ア
【出題の趣旨】不規則動詞の過去形を理解し、その知識を活用して書く技能を

身に付けているかどうかをみる。

＜指導改善のポイント＞

大分市



質問調査結果から見える状況（１）

（２）分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできていますか

⚫ 「分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできていますか」の質問に対し、
肯定的回答率は、小学校８１．５％、中学校８１．６％であり、小中学校いずれも全国平均を上回っている。

⚫ 「自分で学び方を考えて工夫すること」ができていると考える児童生徒ほど、各教科の正答率・スコアが高い傾向が見られ
る。

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

小学校

■肯定的回答率

7

小学校国語

■選択肢ごとの教科の平均正答率・平均IRTスコア 〔クロス集計〕

大分市

大分県

全国

大分市

大分県

全国

81.5 81.6

67.5 64.7 
57.3 

48.9 

自分で学び方を考えて工夫すること主体性

中学校

64.1 59.7 52.3 
41.5 

小学校算数

67.9 64.7 
57.0 50.3 

中学校国語

63.1 56.0 
46.7 

34.0 

中学校数学

524 
490 

457 
423 

中学校英語
（３技能）

81.5

79.4

79.8

78.2

大分市



質問調査結果から見える状況（２）

⚫ 「学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができていますか」の質
問に対し、肯定的回答率は、小学校８１．７％、中学校８１．０％であり、小中学校いずれも全国平均を上回っている。

⚫ 「学習した内容を見直して次の学習につなげること」ができていると考える児童生徒ほど、各教科の正答率・スコアが高い
傾向が見られる。

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

小学校

■肯定的回答率

8

小学校国語

■選択肢ごとの教科の平均正答率・平均IRTスコア 〔クロス集計〕

大分市

大分県

全国

大分市

大分県

全国

81.7 81.0

主体性

中学校

小学校算数 中学校国語 中学校数学 中学校英語
（３技能）

（３） 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができていますか

学習した内容を見直して次の学習につなげること

68.7 64.0 
56.4 49.4 64.6 59.6 

50.1 
40.3 

69.6 63.5 56.9 51.6 65.6 
55.0 

43.7 
33.9 

531 
487 

446 
421 

81.7

78.4

79.7

79.0

大分市



質問調査結果から見える状況（３）

⚫ 「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか」
の質問に対し、肯定的回答率は、小学校８６．３％、中学校８９．５％であり、小中学校いずれも全国平均を上回っている。

⚫  「話合いで考えを深めたり新たな考えに気付いたりすること」ができていると考える児童生徒ほど、各教科の正答率・スコアが
高い傾向が見られる。

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

小学校

■肯定的回答率

9

小学校国語

■選択肢ごとの教科の平均正答率・平均IRTスコア 〔クロス集計〕

大分市

大分県

全国

大分市

大分県

全国

86.3 89.5

協働性

中学校

小学校算数 中学校国語 中学校数学 中学校英語
（３技能）

（４）学級の児童（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりするこ
とができていますか

話合いで考えを深めたり新たな考えに気付いたりすること

67.4 63.6 
55.9 

47.8 
62.1 59.8 

51.0 44.5 

68.0 63.1 
54.6 

47.5 
62.4 

54.1 
43.1 

31.3 

517 
483 

452 
421 

87.0

85.7

88.4

87.0

大分市



質問調査結果から見える状況（４）

⚫ 「授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか」
の質問に対し、肯定的回答率は、小学校９０．５％、中学校９１．５％であり、小中学校いずれも全国平均をわずかに下
回っている。

⚫ 「周りの人の考えを大切にしてお互いに協力している」と考える児童生徒ほど、各教科の正答率・スコアが高い傾向が見ら
れる。

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

小学校

■肯定的回答率

10

小学校国語

■選択肢ごとの教科の平均正答率・平均IRTスコア 〔クロス集計〕

大分市

大分県

全国

大分市

大分県

全国

90.5 91.5

協働性

中学校

小学校算数 中学校国語 中学校数学 中学校英語
（３技能）

（５） 授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか

周りの人の考えを大切にしてお互いに協力すること

66.2 63.3 57.8 
49.8 61.2 59.1 54.0 

44.6 

67.5 62.3 
55.7 

48.5 
61.0 

53.6 
43.1 

28.3 

513 
481 

446 

400 

90.9

91.4

92.0

92.4

大分市



質問調査結果から見える状況（５） 

⚫ 「５年生まで（１・２年生のとき）に受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」の
質問に対し、肯定的回答率は、小学校７８．２％、中学校８１．２％であり、小中学校いずれも全国平均を上回っている。

⚫ 「課題の解決に向けて自分から取り組んでいる」と考える児童生徒ほど、各教科の正答率・スコアが高い傾向が見られる。

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

小学校

■肯定的回答率

11

小学校国語

■選択肢ごとの教科の平均正答率・平均IRTスコア 〔クロス集計〕

大分市

大分県

全国

大分市

大分県

全国

78.2 81.2

課題設定・解決能力

中学校

小学校算数 中学校国語 中学校数学 中学校英語
（３技能）

（6） ５年生まで（１・２年生のとき）に受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか

課題の解決に向けて自分から取り組むこと

70.4 64.6 
56.8 

41.5 

67.3 
59.3 

51.3 
36.3 

70.8 64.0 
55.7 

45.2 

67.9 
55.3 

41.9 
29.5 

539 
488 

445 
399 

78.5

77.6

79.1

78.8

大分市



質問調査結果から見える状況（６）

⚫ 「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組ん
でいますか」の質問に対し、肯定的回答率は、小学校７６．７％、中学校８０．３％であり、小中学校いずれも全国平均をわ
ずかに下回っている。

⚫  「総合的な学習の時間に探究的な学習に取り組んでいる」と考える児童生徒ほど、各教科の正答率・スコアが高い傾向が
見られる。

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

小学校

■肯定的回答率

12

小学校国語

■選択肢ごとの教科の平均正答率・平均IRTスコア 〔クロス集計〕

大分市

大分県

全国

大分市

大分県

全国

76.7 80.3

課題設定・解決能力

中学校

小学校算数 中学校国語 中学校数学 中学校英語
（３技能）

（７） 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組
 んでいますか

総合的な学習の時間に探究的な学習に取り組むこと

67.9 64.8 59.0 
49.3 

63.6 59.8 54.6 
44.7 

68.3 64.0 58.9 53.6 
62.4 56.4 

47.5 40.8 

520 
490 

462 
443 

78.1

79.9

79.5

80.8

大分市



質問調査結果から見える状況（７） 

⚫児童生徒の「課題発見・解決能力」に関する回答と「各教科の授業展開」に関する回答の間には相関が見られる。

⚫授業において「学んだことを生かしながら考えをまとめる活動」や「学びを振り返り、次の学習につなげる活動」が「課題発
見・解決能力」の育成に好影響をもたらしている可能性がある。

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

※相関係数・・・2つの変数の間の関係の強さを数値（-1から1）で示した値。
1に近いほど強い正の相関が見られ、
一般的に 0.7 ～ 1.0：強い相関がある

0.4 ～ 0.7：相関がある
0.2 ～ 0.4：弱い相関がある
0 ～ 0.2：ほとんど相関がない とされている。

13

課題設定・解決能力 と相関関係が見られること

質問調査の項目
相関係数
（小学校）

相関係数
（中学校）

授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考え
をまとめる活動を行っている

０．６０２ ０．６０６

自分が理解したか、何が分かっていないかを確認するために、
学習したことを振り返っている

０．５６１ ０．４７８

学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を
見直し、次の学習につなげることができている

０．５５２ ０．５３７

国語の授業で、文章を読んで理解したことに基づいて、自分の
考えをまとめている

０．５４２ ０．４０５

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理
して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいる

０．５２６ ０．４７２

授業では、課題の解
決に向けて、自分で
考え、自分から取り組
んでいる

×

大分市



質問調査結果から見える状況（８）

⚫ 「５年生まで（１・２年生のとき）に受けた授業では、算数（数学）の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろい
ろな方法を考えましたか」の質問に対し、肯定的回答率は、小学校８２．５％、中学校７６．３％であり、小学校は全国平均
を上回っているが、中学校はわずかに下回っている。

⚫ 「分からないときにあきらめずに考えている」と考える児童生徒ほど、各教科の正答率・スコアが高い傾向が見られる。

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

小学校

■肯定的回答率

14

小学校国語

■選択肢ごとの教科の平均正答率・平均IRTスコア 〔クロス集計〕

大分市

大分県

全国

大分市

大分県

全国

82.5 76.3

粘り強さ

中学校

小学校算数 中学校国語 中学校数学 中学校英語
（３技能）

（８）５年生まで（１・２年生のとき）に受けた授業では、算数（数学）の問題の解き方が分からないときは、
あきらめずにいろいろな方法を考えましたか

分からないときにあきらめずに考えること

68.8 62.6 56.4 
49.3 

66.7 
56.6 

47.6 
39.4 

69.8 
62.8 59.1 53.5 

68.4 
53.8 

44.1 
32.5 

532 

483 
457 

435 

83.5

81.7

75.5

77.8

大分市



質問調査結果から見える状況（９）

⚫児童生徒の「粘り強さ」に関する回答と「各教科の授業展開」に関する回答の間には相関が見られる。

⚫授業において「日常の場面や社会の事象と関連付けて考えたり説明したりする活動」や「課題の解決に向けて主体的に学
ぶ活動」が「粘り強さ」の育成に好影響をもたらしている可能性がある。

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

15

粘り強さ と相関関係が見られること

質問調査の項目
相関係数
（小学校）

相関係数
（中学校）

算数（数学）の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用で
きている

０．５７２ ０．４８５

算数（数学）の授業で、どのように考えたのかについて説明する
活動をよく行っている

０．５３５ ０．５０９

自分が理解したか、何が分かっていないかを確認するために、
学習したことを振り返っている

０．５１７ ０．４０６

問題の解決策を見つけることは好きだ ０．５１６ ０．４１５

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組ん
でいた

０．５１４ ０．４４８

授業では、算数（数
学）の問題の解き方が
分からないときは、あ
きらめずにいろいろ
な方法を考えている

×

※相関係数・・・2つの変数の間の関係の強さを数値（-1から1）で示した値。
1に近いほど強い正の相関が見られ、
一般的に 0.7 ～ 1.0：強い相関がある

0.4 ～ 0.7：相関がある
0.2 ～ 0.4：弱い相関がある
0 ～ 0.2：ほとんど相関がない とされている。

課題は終えるまでやり
通す

大分市
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今後の取組について
―令和８年度大分市学校教育指導方針「確かな学力の定着・向上」に基づいた取組

• 経験豊富で実績のある退職教職員を「教科指導マイスター」として各中学校及び義務教育学校に派遣（授業観察及び指導・助言）

• 中学校第１学年を対象とした教科指導マイスター及び指導主事による５教科（国・社・数・理・英）の授業視察【Ｒ６～ 】
※教科担当指導主事との連携強化（小中学校の接続を踏まえた指導の充実）

 ※分析ガイドを活用した指導・助言

• 各学校における学力調査結果分析会（教科部会）への教科指導マイスターの参加

○教員研修での指導
• 大分市教育センター研修担当班と連携した小学校外国語教育実践研修及び中学校英語教育実践研修の実施

 ※効果的な指導の在り方等について演習を中心とした実践的な研修（各年２回）
 ※英語教育に係る小中連携した取組の推進に向け、第１回は小中合同で実施

• 学力調査結果分析説明会や各学校の校内研修、各種研修会等における、分析ガイドの効果的な活用についての説
明や協議

• 本市作成の「授業力向上ハンドブック」 「こどもが『わかった』『できた』と実感できる授業づくりQ＆A」等を活用した
   各学校の校内研修等における指導・助言
• 国語科をはじめとした各教科等における書く力の育成に関する指導・助言
• 小学校全学年を対象とした国語科の授業視察、校内研修等における「書く力の育成」の説明 【Ｒ５～】
• 総合的な学習の時間を通した資質・能力の育成（「主体性」「協働性」「課題設定・解決能力」「粘り強さ」等）

○分析ガイドの活用

○教科指導マイスターの活用

○学力調査結果の分析・考察及び指導方法の工夫・改善
• 調査結果に基づく校内での分析・共有（学力向上プランの見直しを含む）、「授業改善のポイント」に関する説明動画の視聴
• 授業改善の取組の推進や個に応じた補充学習の充実
• 学力向上会議の実施（学力向上プランや家庭・地域と協働して設定した取組内容等についての協議）

• 探究的な見方・考え方を働かせる総合的な学習の時間の充実に向けた説明動画の視聴

教育委員会における主な取組

各学校における主な取組

大分市
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